
令和 4年 7月号 

 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

水
無
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

梅
雨
の
中
休
み
昨
日
と
は
違
い
今

日
は
天
気
も
良
く
、
水
無
月
の
月

次
祭
に
ご
参
拝
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

六
月
十
四
日
に
梅
雨
入
り
宣
言

が
あ
り
ま
し
た
が
、
六
月
に
入
り

日
中
の
気
温
と
朝
夕
の
温
度
差
が

あ
り
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
お
ら

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

は
、
愛
知
県
で
は
四
桁
か
ら
三
桁

に
下
が
っ
て
、
ま
た
四
桁
に
戻
っ

て
の
繰
り
返
し
で
す
。
徐
々
に
感

染
者
数
は
減
少
傾
向
に
来
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
終
息
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
中
で
も
本
部
の
研
修
会
は

徐
々
に
再
開
し
て
い
ま
す
。 

五
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
に

は
全
国
誠
心
会
研
修
会
が
亀
岡
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
分
苑

か
ら
は
私
と
畠
山
さ
ん
と
で
参
加

い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
で
の
献
労
は
、
聖

師
様
の
生
地
で
あ
る
瑞
泉
苑
の
久

兵
衛
池
の
泥
上
げ
作
業
に
従
事
い

た
し
ま
し
た
。 

こ
の
池
は
三
段
階
に
掘
っ
て
あ

り
二
段
目
か
ら
沈
殿
槽
三
段
目
が

深
い
沈
殿
槽
と
な
っ
て
い
ま
す
が

池
は
湧
き
水
が
あ
り
水
中
ポ
ン
プ

で
三
層
目
の
水
を
排
水
し
な
が
ら

泥
上
げ
を
し
て
い
る
途
中
で
水
中

ポ
ン
プ
が
故
障
し
て
二
層
目
に
代

わ
り
時
間
ま
で
作
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
く
み
上
げ
た
泥
は
、
畑
・

水
田
に
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

今
月
二
十
六
日
は
東
海
教
区
直

心
会
連
合
会
に
よ
る
元
出
雲
正
式

参
拝
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

名
古
屋
分
苑
で
も
七
月
か
ら
講

習
会
を
行
い
ま
す
。 

す
で
に
東
海
教
区
の
方
達
に
も

案
内
を
出
し
て
い
ま
す
が
七
月
二

十
三
日
・
二
十
四
日
と
三
級
の
教

本
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
、
宣
伝
使
に
な
ら
れ

る
方
は
教
本
三
級
・
祭
式
は
四

級
・
大
道
場
の
受
講
の
資
格
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
准
宣
伝
使
・
正
宣
伝
使

を
目
指
す
方
は
一
級
を
受
講
し
て

下
さ
い
。 

直
心
会
の
方
に
は
、
昼
食
の
お
願

い
を
し
て
あ
り
ま
す
。 

八
月
に
は
葬
祭
研
修
会
・
九
月

に
は
祭
式
講
習
会
と
講
師
を
お
招

き
し
東
海
教
区
の
方
達
に
も
お
誘

い
し
て
開
催
を
い
た
し
ま
す
。
来

月
始
め
に
は
掲
示
し
ま
す
の
で
、

参
加
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

六
月
四
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
六
名 

 

斎
主 

 
 

五
十
川 

松
子 

祭
員 

 
 

國
方 

 

智
世 

祭
員 

 
 

伊
藤 

秀
子 

進
行 

 
 

森 

テ
ル
子 

直
心
会
の
祭
員
・
進
行
に
よ
り

執
行
さ
れ
、
併
せ
て
企
業
繁
栄
祈

願
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。 

祭
典
終
了
後
、
堀
特
任
に
よ
る

講
話
「
今 

食
品
が
危
な
い
」
を

一
時
間
ほ
ど
受
講
し
た
。 

●
月
次
祭 

六
月
十
九
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
一
名 

斎
主 

 
 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 
 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

天
野 

芳
幸 

裏
方 

 
 

畠
山 

茂 

典
礼 

 
 

伊
藤 

久
仁
男 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

長
谷
川 

美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤 

美
恵
子 

進
行 

 
 

伊
藤 

秀
子 

●
直
心
会 

聖
地
献
労 

五
月
二
十
一
日
（
土
）
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
中
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
長
生
殿
献
労
に
、
こ
の
度
は
行

か
せ
て
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。 

綾
部
で
の
宿
泊
は
ま
だ
難
し
い

と
の
こ
と
で
、
前
日
は
亀
岡
に
泊

ま
り
、
朝
早
く
に
綾
部
に
向
か
い

ま
し
た
の
で
、
十
時
か
ら
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。 

早
く
か
ら
作
業
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
鳥
取
連
合
会
の
方
と
合
流
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

天
気
も
良
好
で
新
緑
の
す
が
す

が
し
い
聖
地
の
空
気
を
い
た
だ
き

な
が
ら
長
生
殿
の
裏
の
草
抜
き
を

さ
せ
て
頂
き
、
気
持
ち
の
い
い
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
者 

森
悦
子 

見
田
す
み
子 

五
十
川
松
子 

高
嶋
フ
ミ
子 

直
心
会
長 

堀
和
子 

報
告 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 
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●
第
１
５
回 

全
国
誠
心
会
員
研
修
会 

５
月
２
８
日
（
土
）
２
９
日

（
日
）
の
２
日
間
、
聖
地
亀
岡
天

恩
郷
に
於
い
て
第
１
５
回
全
国
誠

心
会
員
研
修
会
が
行
わ
れ
、
４
０

数
名
の
参
加
者
の
中
、
名
古
屋
分

苑
か
ら
は
２
名
（
高
嶋
分
苑
長
、

畠
山
）
が
参
加
し
、
充
実
し
た
２

日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

初
日
の
作
業
は
穴
太
の

瑞
泉
苑
に
移
動
し
、
久
兵

衛
池
に
た
ま
っ
た
１
．
５

ｍ
程
の
深
さ
の
泥
の
、
泥

上
げ
作
業
を
主
に
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
で
行
い
１
か
所
に

溜
め
置
き
ま
し
た
。
途
中

休
憩
で
は
教
主
様
か
ら
の

差
し
入
れ
の
お
菓
子
を
頂

き
談
笑
を
交
え
て
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夜
間
は
各
自
活
動
報
告
の

後
、
万
祥
殿
に
於
い
て
コ

ロ
ナ
終
息
オ
ン
ラ
イ
ン
一

斉
祈
願
に
参
拝
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

二
日
目
は
み
ろ
く
会
館

３
階
ホ
ー
ル
に
て
猪
子
恒

誠
心
会
会
長
の
講
話
、 

Ｅ
Ｐ
Ａ
１
０
０
周
年
に
つ
い
て
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
の
愛
善
歌
「
Ｏ

Ｒ
Ｏ
」
の
練
習
他
、
お
作
品
拝
観
、

と
く
に
神
苑
内
拝
観
で
は
基
本
修

行
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
清
々
し

い
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

１
２
：
０
０
、
猪
子
恒
誠
心
会
会

長
の
先
達
で
礼
拝
後
解
散
、
各
自

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

誠
心
会
長 

畠
山
茂 

報
告 

行
事
予
定 

七
月
十
七
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

七
月
二
十
三
・
二
十
四
日
（
土
・
日
） 

 

教
本
三
級 

認
定
講
習
会 

八
月
六
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

八
月
七
日
（
日
） 

 

瑞
生
大
祭 

遥
拝
祭 

 
 
 
 
 

午
前
十
一
時
よ
り 

直
心
会 

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ 

今
年
の
瑞
生
大
祭
で
は
、
二
年

間
中
止
し
て
い
ま
し
た
献
金
バ
ザ

ー
が
再
開
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。 

名
古
屋
分
苑
と
し
て
も
協
力
さ

せ
て
い
頂
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

な
お
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
名
古

屋
分
苑
で
も
七
月
の
月
次
祭
終
了

後
に
バ
ザ
ー
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と

思
い
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
の
品

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
七
月
の
月

次
祭
日
の
十
時
ま
で
に
多
目
的
室

に
お
持
ち
下
さ
い
。
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

高嶋善雄　報告

6月5日（日）海津市の草苅を行いました。

参加者は、妹尾正治さん、日比達朗さん、中村幸夫さん

畠山　茂さん、高嶋フミ子、鮫島拓海、高嶋善雄の７名で草刈り機は

中村さん、妹尾さん，日比さん高嶋の４名

畠山さん、高嶋、鮫島とで鎌で松の周辺を刈っていただきました。

新芽もすっかり成長し年々見応えあるように育っています

今回鮫嶋拓海が手伝ってくれました。

作業の合間の休憩 集合写真です

今回の草苅は妹尾さん、日比さんが応援に来ていただき９時に開始で

１１時には作業が終了しました。

今後の懸念されるのは、毛虫による松枯れです。　

松植樹地　献労作業


